
2024 年度藤原賞受賞者決まる 

 

受賞者：村上 正隆（横浜国立大学） 

業 績：降水過程の基礎研究およびそれに基づいた人工降雨雪の開発研究 

選定理由： 

村上正隆⽒は⻑年にわたり日本の降雨・降雪過程の基礎研究を推進してきた．

村上氏は，北海道大学にて学位取得後，気象研究所に勤務し,1980年代後半に同

所で組織された⽇本海域の雲物理研究プロジェクトを主導した．この研究は雲

物理的状態の時空間変化を捉える事を目標とし，室内実験，数値実験，野外観測

実験を総合したアプローチにより実施された 1～5)．このプロジェクトで村上氏が

開発を主導した航空機による連続的観測⼿法と雪雲の⽴体構造を調べるビデオ

ゾンデ 2)は，その有⽤性が認められ，国内外の研究者によってその後も改良が重

ねられた．このプロジェクト等による冬季⽇本海上の雲物理的様相の空間分布

とその時間変動の把握はこの分野における画期的な成果である 3～9)．さらに，同

氏によって当時開発された雲・降⽔粒⼦の混合⽐と数濃度を予報変数とする雲

物理パラメタリゼーションは世界的にみても先駆的な成果である 1,3)． 

近年，世界の多くの地域で深刻な⽔不⾜が起き，⼈⼯降⾬雪の研究が求められ

ている．上記の降⾬雪過程の基礎的研究の成果に基づき，村上⽒は「⼭岳性降雪

雲の⼈⼯調節に関する研究（1994～2002 年）」9,10)や「渇⽔対策のための⼈⼯降

⾬・降雪に関する総合的研究（2006～2010 年）」7)など⼈⼯降⾬雪の研究も推進

し，その成果は雲物理研究分野において国内外で高く評価されている．特に重要

な貢献は，雲物理・降⽔機構研究のための航空機観測⼿法の確⽴6,8)，⼈⼯降⾬雪

に適する雲の判定⽅法の確立 11)，最適シーディング法の開発とその効果の評価

判定法の確立 7,12)である．さらに，同⽒のグループによる室内実験結果に基づき

観測結果で検証された信頼性の高い数値気象モデル・積雪融雪モデル・河川流出

モデルを組み合わせ，総合的な水資源予測モデルを構築した．これを⽤いた実験

から，シーディングによる流域の降雪量やダム貯⽔量への影響を明らかにし 13)，

⽔資源確保・渇⽔対策技術としての有効性，広域環境影響，費⽤対効果などを定

量的に評価した 7)．村上⽒は航空機を⽤いた降⽔過程の研究を名古屋⼤学への異

動後も継続し，アラブ⾸⻑国連邦降⽔強化科学プログラム（2016～2019 年）14)

や国⼟交通省交通運輸技術開発推進制度課題（2019～2023 年）においても研究

代表者を務めた． 

村上⽒は，国際気象学・⼤気科学協会（IAMAS）国際雲・降⽔委員会委員（1992

～2000年），世界気象機関（WMO）気象改変専⾨家チーム委員（2008～2019年）、

⽶国気象学会（AMS）意図的・⾮意図的気象改変委員会委員⻑（2013～2019 年）

を務めるなど国際的な研究推進にも尽⼒した．そして，2022 年には室内実験・



野外観測・数値モデリングの先進的アプローチを考案して気象改変研究分野を

主導した功績で AMSから顕彰を受けた． 

このように，村上氏はエアロゾルの雲・降⽔への影響を含む降⾬雪過程の基礎

的研究に加え，シーディングによる⼈⼯降⾬雪（意図的気象改変）に関する先駆

的な研究を推進した．前者については野外観測・室内実験・数値モデルにおける

⾼度なツール開発 15〜17)とそれを⽤いた斬新な研究，後者についてはそれらを効

果的に⽤いたプロジェクトリーダーとしての研究推進に加えて後進研究者の育

成や国際的な研究推進にも⼤きく貢献してきた． 

以上の理由により，日本気象学会は村上正隆氏に 2024年度⽇本気象学会藤原

賞受賞を贈呈するものである． 
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